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研究成果の概要（和文）： 

本研究課題では、地域大国の比較研究を中心軸に捉えつつ、異なるディシプリンながらも、地
域大国の周縁的存在を研究する点で一致する研究者によって、地域大国のマイノリティとして
のムスリム、移住者、特定の一族など、周縁に置かれるがゆえに中心(大国)を意識する事例を
取り上げた。この中で国際シンポジウム主催を 1回、共催を 2回行った。また国際会議を 3回、
研究会を 25回以上開催し、この期間内に発表した論文も 60点を超えた。2013 年度には成果を
公刊する予定であり、異なる地域を研究対象とする研究者の交流が、研究分野での未開拓分野
を明らかにし、今後の研究の深化に大きく貢献することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This inter-disciplinary project focused on the ‘marginal actors’ for regional powers such as 

Muslims in the regional powers, immigrants, particular families, or marginal countries 

such as Armenia, Iran, Pakistan, Sweden, and so on, by the researchers of different 

disciplines. This project tried to make it clear that how the minority in the regional powers 

has a sense of their own connection to the states, especially focusing the individuals in the 

regional powers. In this study duration, we hosted one big international symposium as well 

as 2 co-hosted international symposiums, 3 international meetings and 25 meetings and 

more. Besides, we published 60 articles regarding this research and in 2013 we are 

planning to publish a book on this theme. Thus, we could push out the frontier of the 

regional study by this collaborative project and we are sure that we could bring out a pretty 

good contribution in the field of inter-disciplinary study.     
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１．研究開始当初の背景 

現在のユーラシア大陸では、ロシア、インド、
中国という地域大国が、周辺国・地域に何ら
かの形で支えられると同時に、地域大国内部
が、周辺国・地域の変動に呼応して、多元化
する状況が観察される。地域大国が各地域に
占めた政治的・文化的ヘゲモニーは、有形無
形を問わず、周辺国・地域に通時的影響を刻
み、国家の輪郭を超えて一定範囲の政治圏・
文化圏を構成している。 

研究代表者は、科学研究費プロジェクトで南
アジア系ムスリム移民のネットワークを、ウ
ルドゥー語メディアを通して研究し、2 度の
国際シンポジウム開催を踏まえてこれを成
果として公開した。他方、スラブ研究センタ
ーが過去 5 年間に展開してきた 21 世紀ＣＯ
Ｅプログラム「スラブ・ユーラシア学の構
築：中域圏の形成と地球化」は、ポスト・共
産圏において歴史的にも関係の深い周辺地
域との交渉を活性化させることで、新たな個
性を獲得するに至った空間（中域圏）の出現
を理解する試みであった。 

本研究プロジェクトの課題は、ロシア、イン
ド、中国という地域大国とその周辺諸国・地
域が織り成す相互依存・相互浸透のダイナミ
ズムを、各研究者が対象地域以外の地域に乗
り込むことで、地域大国間の相互関係を深く
理解することを目指す。 

 

２．研究の目的 

（１）何をどこまで明らかにしようとするの
か 

①ナショナルなものと宗教的なもの： 本研
究は、ナショナルなものと宗教的なものとの
相関について、少なくとも過去 100 年の動態
を分析対象とし、両者の位相に変化をもたら
す政治的・社会的要因を解明する。 

②ディアスポラとネットワーク： 従来、デ
ィアスポラやネットワークという概念は、国
家の輪郭を相対化し、人々が主体的に別個の
共同体を作り出そうとする運動を捉えるの
に有効だと考えられてきた。しかし本研究は、
国民国家を越境しながらもなお、国家の引力
から離れられない人間の運動にも留意し、移
動における分散と再還元の流れを明らかに
したい。 

（２）領域内での研究の有機的な結合により、
新たな研究の創造が期待できる点 

①ナショナルなものと宗教的なもの：「帝国
の崩壊・再編と世界システム」班と協力し、
帝国の統治構造、その崩壊、国民国家として
の再編制という過程を通じて、宗教とナイシ
ョンの相互関係がどのように変容してきた
のかをより動的に捉えることができる。 

②ディアスポラとネットワーク：ここでは、
国際秩序を扱う研究班と協力することによ

って、地域大国の内政と外交との結びつきを
より立体的に理解できる。さらに、地域大国
の文化的影響力を扱う研究班と連携し、分析
概念としてのディアスポラの用語をより理
論的に鋳直すことが可能となる。 

（３）学術的な特色・独創的な点及び予想さ
れる結果と意義：本研究の特色は、地域大国
の周縁的存在に関する研究者で構成され、歴
史的視点を持ちつつ、人類学、社会学、政治
学の手法の統合を試みる点である。これは、
地域の個別性に拘泥し、理論研究と対抗関係
にあるような地域研究の現状を克服できる
ものと確信する。また、本研究は、人間の視
点に依拠する新たな国際関係論を生み出す
ことで、人間の安全保障に理論的・実践的な
貢献ができる。 

 

３．研究の方法 

本研究班は、周縁が地域大国を支え、地域大
国内部でも中域圏が現れるという世界秩序
を踏まえた研究協力体制をとっている。本班
は、地域大国の周縁やその内部のマイノリテ
ィを専門とする研究者を結集しているが、そ
れは偶然ではない。なぜなら、マイノリティ
においてこそ、地域大国が国民国家として振
舞う際に生じる軋みが最も顕著に現れ、国民
国家の構造を分析する最良の視座が得られ
るからである。 
 

｢国家の輪郭と越境」プロジェクトの流れ

調査研究（各自の関心地域・相互訪問)

研究会・研究打ち合わせ

(年8回の研究会(21年度実績)など）

国際シンポ・セミナー
セミナー(21年度)，シンポ(22年度)

最終報告書・刊行物

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

平成24年度

 
４．研究成果 
本プロジェクトは、地域大国がそれぞれ多民
族、多文化、多宗教を抱えるばかりでなく、
世界中に多くの移民社会を抱えつつ、それら
移民社会と常にネットワークを広げている
点から、特に地域大国の周縁的存在の研究に
焦点を据え、地域大国のマイノリティとして
のムスリム(回族)、移住者、特定の一族、あ
るいは地域大国の影響を受ける周辺国など、
周縁に置かれるがゆえに、中心(地域大国)を
強く意識する事例を取り上げてきた、それは
中国、ロシア、インドのムスリムが、相互的
に、あるいはそれ以外のムスリムとネットワ
ークを構築するなかで、自らを地域大国の一
員であると宗教的に正当化する作業を比較



検討したものや、ロシアのムスリムが、マッ
カ巡礼という宗教行為の中に、大国(帝国)の
論理をいかに内面化したか、という問題を扱
ったもの、あるいは中国において多民族共生
と民族自治の共存を志向する回族の実態や、
在外カザフ人が帰還することで表面化する
社会統合の問題、またスウェーデン人による
旅行記に描かれたロシア像や、在外インド系
作家が描出する祖国インド像に見られる理
想的社会像の考察、さらには中国での感染病
の発生をめぐる言説から見た大国への視線
の分析、ユーラシアにおけるオスマン帝国や
サファヴィー朝における少数派一族が帝国
内での地位を確立する事例、ロシア帝国とオ
スマン帝国双方の臣民として生きてきたア
ルメニア人による民族主義運動の発生過程
など、多様な問題を扱いながら、地域大国を
周縁的存在から問い直し、その実像を検証す
るものとなった。 
 研究期間中には国際シンポジウム主催を 1
回、また他の研究プロジェクトとの共催での
国際シンポジウムを 2回行った。さらに、国
際会議を 3 回、研究会を 25 回以上開催し、
この期間内に研究分担者が発表した論文や
著書も 60 点を超えた。その中には世界的な
学術誌に掲載されたものも少なくなく、本研
究が着実に成果を挙げていたことを客観的
に示す事実であるといえよう。 
 この比較研究を異なる地域研究者、異なる
ディシプリンの研究者が意見交換のなかで
進めることによって、比較する上でのいくつ
かの研究対象について、それぞれの地域によ
って研究の蓄積に濃淡が出てきたことは、大
きな発見であった。インド・ムスリムによる
巡礼の実態調査や、在英中国系移民やロシア
系移民のアイデンティティに関する研究な
ど、地域研究における未開拓分野を明らかに
できたのは、異なる地域研究者の共同研究に
よってこそ明らかにすることができたので
あり、わが国のみならず、学界全体にとって、
今後の共同研究における課題を提示できる
こととなったといえる。その意味で、比較研
究の可能性をさらに広げることができたこ
とは、本研究課題の自負すべき貢献であった
といえる。 
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